
囲
に
辻

　
続
『
小
倉
藩
人
畜
改
帳
』

　
　
　
　
横
灘
別
符
村
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
　
部
　
和
　
也

　
　
『
小
倉
藩
人
畜
改
帳
』
（
以
後
は
『
改
帳
』
で
表
記
す
る
）
に
関

し
て
の
拙
文
は
、
『
別
府
史
談
』
五
号
に
発
表
済
み
で
す
。
今
回

改
め
て
前
回
分
を
補
充
す
る
意
味
の
「
続
編
」
と
し
て
纏
め
て
み

ま
し
た
。

　
別
府
が
「
別
符
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
江
戸
時
代
初
期
の
慶
長

四
（
一
五
九
九
）
年
、
徳
川
家
康
は
豊
後
蔵
入
地
速
見
郡
横
灘
・

由
布
院
を
松
井
康
之
に
任
せ
る
た
め
に
、
あ
ら
た
に
豊
後
の
国
東
・

速
見
の
両
郡
六
万
石
を
康
之
の
主
君
丹
後
宮
津
の
細
川
忠
興
に
加

増
、
松
井
康
之
を
木
付
城
に
入
城
さ
せ
て
、
蔵
入
地
を
は
じ
め
細

川
領
を
統
治
さ
せ
た
。

　
慶
長
五
年
天
下
分
け
目
の
関
ケ
原
合
戦
で
の
、
細
川
藩
の
武
功

に
対
し
て
豊
前
一
国
が
新
た
に
細
川
氏
に
与
え
ら
れ
て
、
三
十
万

石
の
大
大
名
に
な
っ
た
細
川
忠
興
は
、
速
見
・
　
国
東
と
豊
前
宇

佐
郡
の
一
部
合
せ
て
二
万
六
千
石
を
、
知
行
地
と
し
て
康
之
と
そ

の
子
興
長
に
与
え
た
。
横
灘
・
由
布
院
の
徳
川
蔵
入
地
は
、
そ
の

ま
ま
康
之
の
統
治
が
続
い
た
。

　
木
付
城
主
松
井
康
之
・
興
長
は
、
横
灘
四
ケ
村
惣
庄
屋
福
助
丞

に
、
別
符
村
・
浜
脇
村
・
石
垣
村
・
小
野
小
平
村
と
、
萩
原
知
行

立
石
村
の
合
せ
て
五
ケ
村
の
住
民
の
氏
名
・
年
令
・
身
分
・
夫
役

の
可
否
・
家
畜
の
頭
数
を
調
査
報
告
さ
せ
た
。
そ
の
調
査
報
告
書

が
『
改
帳
』
で
あ
る
。

　
領
民
の
領
主
に
対
す
る
負
担
は
、
年
貢
と
戦
時
の
夫
役
を
は
じ

め
平
時
の
労
役
で
あ
り
、
領
主
は
そ
れ
ら
を
課
す
る
た
め
に
は
領

民
の
実
体
の
把
握
が
必
要
で
あ
っ
た
。
年
貢
取
り
た
て
の
た
め
の

基
本
台
帳
の
検
地
帳
は
す
で
に
備
わ
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
『
改
帳
』

で
、
戦
時
の
夫
役
の
徴
発
を
ス
ム
ー
ス
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
人
口
調
査
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
『
改
帳
』
で
現
存
す
る
原
本
は
、
合
せ
て
三
十
七
冊
で
松
井
文

書
・
永
青
文
庫
文
書
（
藩
庁
文
書
）
と
し
て
熊
本
大
学
に
収
蔵
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
等
を
総
称
し
て
『
小
倉
藩
人
畜
改
帳
』
と
呼
ん

で
い
る
。

　
　
『
改
帳
』
で
別
府
に
関
係
す
る
も
の
を
拾
っ
て
み
る
と
、
左
記

の
『
改
帳
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
慶
長
十
六
年
二
月
十
八
日
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速
見
郡
之
内
横
灘
四
ケ
村
家
付
・
人
付
・
牛
馬
御
改
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
井
文
書
）

　
元
和
八
年
六
月

豊
後
速
見
郡
之
内
御
蔵
納
横
灘
人
畜
御
改
之
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
永
青
文
庫
文
書
）

　
元
和
八
年
六
月

豊
後
速
見
郡
之
内
萩
原
殿
御
知
行
立
石
村
人
畜
御
改
之
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
永
青
文
庫
書
）

　
元
和
八
年
六
月
十
日

豊
後
国
速
見
郡
由
布
院
横
灘
本
付
人
畜
御
改
目
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
永
青
文
庫
文
書
）

　
元
和
八
年

豊
前
国
並
豊
後
国
国
東
郡
・
速
見
郡
人
畜
改
帳
総
目
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
永
青
文
庫
文
書
）

　
こ
の
『
改
帳
』
は
昭
和
三
十
二
年
、
東
大
よ
り
『
大
日
本
近
世

史
料
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
、
初
め
て
衆
人
の
目
に
触
れ
た
。
こ

れ
は
、
徳
川
初
期
の
郷
土
横
灘
・
・
立
石
村
の
農
村
構
成
を
知
る
貴

重
な
文
献
史
料
で
あ
る
。

　
別
符
横
灘
四
ケ
村
と
立
石
村
の
当
時
の
農
村
構
成
は
、
『
改
帳
』

で
知
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
調
査
を
命
じ
た
統
治
者
松
井
康
之
・

興
長
と
、
調
査
を
行
な
っ
た
惣
庄
屋
堀
助
丞
に
つ
い
て
は
、
『
改

帳
』
で
は
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
我
が
家
の
伝
承
を
踏
ま

え
て
記
す
こ
と
に
し
た
（
助
丞
に
付
い
て
は
『
史
談
』
二
号
発
表
済

み
）
。

○
松
井
康
之
・
興
長

　
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
朝
鮮
の
役
に
、
出
兵
し
た
豊
後
国
二

三
万
石
の
領
主
大
友
吉
統
は
、
敵
前
逃
亡
の
罪
を
犯
し
て
豊
臣
秀

吉
の
姻
気
に
触
れ
て
、
豊
後
国
は
秀
吉
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
、
秀

吉
子
飼
い
の
武
将
に
朝
鮮
の
役
の
恩
賞
地
と
し
て
５
え
ら
れ
、
残

り
は
太
閤
蔵
入
地
（
直
轄
地
）
に
な
っ
た
。

　
豊
後
国
速
見
郡
は
、
太
閣
蔵
入
地
と
な
っ
て
杵
築
城
主
杉
原
長

居
に
預
け
ら
れ
、
そ
の
後
早
川
長
敏
に
預
け
ら
れ
て
い
た
が
、
府

内
城
主
福
原
直
高
の
除
譜
に
よ
り
、
早
川
長
敏
が
再
び
府
内
城
に
、

そ
し
て
新
た
に
豊
後
国
東
・
速
見
両
郡
六
万
石
が
丹
後
田
辺
十
一

萬
石
細
川
藩
に
加
増
さ
れ
、
合
せ
て
徳
川
家
の
蔵
入
地
由
布
院
・

横
灘
を
細
川
藩
の
重
臣
松
井
佐
渡
守
康
之
に
家
康
が
統
治
を
任
せ

る
た
め
に
、
木
付
城
に
康
之
を
入
城
さ
せ
た
。

　
松
井
康
之
は
、
十
二
歳
で
十
二
代
将
軍
足
利
義
輝
の
近
習
と
な

り
、
二
二
歳
で
細
川
藤
孝
（
幽
斎
）
の
長
女
お
こ
う
を
娶
り
、
興
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長
を
も
う
け
た
（
細
川
藤
孝
は
足
利
十
一
代
将
軍
義
晴
の
四
男
と

も
い
う
）
。

　
細
川
藩
主
細
川
藤
孝
の
も
と
も
と
の
姓
は
、
長
岡
姓
で
あ
っ
た

の
が
、
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
豊
臣
秀
吉
よ
り
武
門
の
細
川

氏
を
興
せ
と
の
こ
と
で
、
長
岡
を
止
め
て
細
川
越
中
守
を
名
乗
っ

た
。

　
康
之
は
、
義
父
細
川
藤
孝
を
扶
け
て
数
々
の
勲
功
を
あ
げ
、
織

田
信
長
・
羽
柴
秀
吉
を
感
胆
さ
せ
た
。
特
に
文
禄
の
役
　
三
五

九
二
）
に
お
け
る
論
功
賞
と
し
て
、
秀
吉
よ
り
大
名
に
取
り
立
て

の
沙
汰
に
対
し
、
康
之
は
主
家
細
川
家
と
同
等
の
大
名
に
列
せ
ら

れ
る
は
臣
下
と
し
て
申
し
訳
な
し
と
堅
く
固
持
し
た
の
で
、
秀
吉

は
そ
の
心
情
を
激
賞
し
て
、
徳
川
家
康
に
遺
命
と
し
て
康
之
の
大

名
処
遇
を
託
し
た
。

　
秀
吉
死
亡
後
、
大
老
筆
頭
の
徳
川
家
康
は
、
秀
吉
と
の
約
束
を

果
た
す
た
め
康
之
を
大
名
に
取
り
立
て
よ
う
と
し
た
が
、
秀
吉
の

時
と
同
じ
よ
う
に
堅
く
固
辞
し
た
の
で
、
康
之
の
主
家
細
川
家
に

国
東
・
速
見
両
部
六
万
石
を
加
増
し
、
康
之
を
木
付
城
主
に
任
命

し
て
、
徳
川
家
蔵
入
地
由
布
院
・
横
灘
を
統
治
さ
せ
た
。

　
徳
川
家
康
が
、
松
井
康
之
に
横
灘
・
由
布
院
の
蔵
入
地
を
預
け

た
時
の
経
緯
が
、
「
神
社
明
細
帳
抄
録
」
に
次
の
文
章
で
記
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。

　
　
家
康
は
、
康
之
を
伏
見
城
に
召
し
て
、
「
わ
れ
汝
を
厚
く
封

ぜ
ん
と
欲
す
。
然
れ
ど
異
に
石
州
（
石
見
の
目
）
を
秀
吉
に
辞
す
、

そ
の
義
視
る
に
足
れ
り
、
壹
こ
れ
を
覆
す
に
忍
び
ん
や
、
わ
れ
豊

後
に
開
田
あ
り
。
為
に
公
田
、
あ
ま
た
を
兼
栽
す
れ
ば
幸
ひ
甚
だ

し
」
と
康
之
に
預
け
ら
れ
た
と
。
康
之
に
預
け
た
幕
府
領
の
租
を
、

家
康
は
徴
収
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
大
友
吉
統
は
、
旧
臣
を
石
塩
原
に
結

集
さ
せ
て
、
大
友
再
興
の
た
め
西
軍
石
田
三
成
に
組
み
し
て
、
徳

川
方
・
乗
車
黒
田
・
松
井
に
戦
を
挑
ん
だ
が
、
大
友
軍
は
大
敗
し

た
。
翌
日
の
関
ケ
原
合
戦
で
も
、
乗
軍
徳
川
方
は
大
勝
し
た
。

　
関
ケ
原
合
戦
後
、
直
ち
に
論
功
行
賞
が
あ
り
、
細
川
忠
興
に
は

豊
前
一
国
が
与
え
ら
れ
、
国
東
・
速
見
の
両
部
を
合
わ
せ
て
三
九

万
石
の
大
大
名
と
な
っ
て
、
中
津
城
を
居
城
と
し
た
。
忠
興
は
、

国
東
郡
、
速
見
郡
、
宇
佐
郡
の
一
部
合
せ
て
、
二
万
六
千
石
を
松

井
康
之
・
興
長
親
子
の
知
行
地
と
し
て
呼
え
た
の
で
あ
っ
た
。
康

之
は
、
慶
長
十
七
年
一
月
二
十
三
日
木
付
城
に
て
、
七
三
才
の
生

涯
を
終
え
た
。
康
之
の
死
後
横
灘
・
由
布
院
の
幕
府
頷
は
、
藩
主

細
川
忠
興
の
預
か
り
と
な
っ
た
。

　
中
津
城
を
居
城
と
し
て
い
た
忠
興
は
、
小
倉
城
を
改
築
し
て
細
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川
の
拠
城
と
し
て
小
倉
に
移
り
、
中
津
城
は
三
男
忠
利
の
居
城
と

し
た
。
寛
永
十
年
（
ヱ
八
五
六
）
熊
本
城
主
加
藤
忠
広
は
、
徳
川

幕
府
の
取
り
潰
し
に
あ
い
、
そ
の
後
任
に
細
川
忠
利
か
任
じ
ら
れ

国
変
え
を
行
っ
て
五
十
八
万
石
熊
本
城
主
と
な
っ
た
。

　
松
井
興
長
は
細
川
家
の
転
譜
に
従
い
、
肥
後
に
移
り
三
萬
石
ハ

代
城
主
と
な
っ
た
（
松
井
興
長
は
母
方
細
川
の
旧
姓
長
岡
と
改
め
、

長
岡
監
物
と
号
し
た
）
。
旧
ハ
代
城
内
北
の
丸
に
あ
る
松
井
神
社

（
旧
県
社
）
は
、
松
井
康
之
を
杷
っ
た
も
の
で
あ
る
。

○
堀
助
丞
　
（
詳
細
は
『
別
府
史
談
第
二
号
』
）

　
姓
を
堀
、
名
を
助
丞
、
号
〈
通
称
〉
を
吉
正
と
言
い
、
故
あ
っ

て
肥
前
龍
造
寺
隆
信
の
家
臣
と
な
っ
て
い
た
父
渡
辺
吉
信
（
真
那

井
渡
辺
氏
の
出
）
は
、
大
正
十
一
　
三
五
八
五
）
年
島
津
・
有
馬
連

合
軍
と
戦
い
、
父
吉
信
は
郎
党
と
と
も
に
戦
場
の
露
と
消
え
た
。

残
さ
れ
た
吉
正
（
九
歳
）
は
堀
七
郎
左
衛
門
尉
吉
元
（
大
神
堀
氏

で
も
と
の
米
屋
旅
館
の
家
祖
）
に
連
れ
ら
れ
て
別
符
に
帰
還
し
た

と
い
う
。
　
慶
長
元
年
大
地
震
が
発
生
し
、
杵
築
城
主
杉
原
長
房

は
、
吉
正
（
二
十
歳
）
を
庄
屋
に
任
じ
て
後
始
末
を
さ
せ
た
。

　
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
杵
築
城
に
入
っ
た
松
井
康
之
は
、
吉

正
を
重
用
し
た
。
特
に
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
石
垣
原
合
戦

後
の
大
友
の
残
党
の
不
隠
な
行
動
を
、
油
屋
け
兵
衛
と
と
も
に
察

知
し
て
、
杵
築
城
桑
原
才
蔵
に
協
力
し
て
不
穏
分
子
を
鎮
圧
し
た
。

そ
の
功
績
に
対
し
、
吉
正
を
別
符
横
灘
の
惣
庄
屋
に
起
用
し
、
渡

辺
姓
を
堀
姓
（
妻
は
堀
吉
元
の
娘
）
に
変
え
さ
せ
、
竹
輪
に
九
枚

笹
の
家
紋
を
与
え
た
。
さ
ら
に
使
用
人
五
人
の
帯
刀
も
許
し
た
。

　
　
「
堀
家
文
書
控
え
」
に
は
、
助
丞
に
対
し
て
の
康
之
の
感
謝
状

に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
　
石
垣
原
合
戦
能
事

　
先
年
木
付
へ
逆
意
仕
候
も
の
共
横
灘
四
ケ
村
に
隠
居
候
旨
中
上

候
段
神
妙
に
披
二
思
召
・
候
就
其
惣
庄
屋
披
二
仰
付
一
八
郎
四
郎
跡
之

知
行
従
二
当
所
一
務
被
＞
遺
候
　
弥
向
後
可
に
州
二
忠
節
・
者
也

　
　
　
　
　
慶
長
十
四
年
　
　
　
　
　
　
　
松
井
佐
渡
守

　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
六
日
　
　
　
　
　
　
康
　
之

別
符
助
丞
ど
の
へ

　
ま
た
、
吉
正
の
長
男
吉
種
を
、
細
川
藩
の
転
譜
に
随
伴
さ
せ
て
、

武
士
に
取
り
立
て
近
習
役
と
し
た
。
江
戸
時
代
の
堀
助
丞
家
の
格

式
を
表
し
た
文
章
が
『
福
田
紫
城
著
「
別
府
温
泉
　
名
勝
史
談
」
』

別
府
市
史
蹟
名
勝
顕
彰
会
　
昭
和
十
二
年
七
月
廿
五
日
発
行
に
、
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次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
八
幡
朝
見
神
社
記
と
し
て
、
「
十
月
八
日
神
御
輿
松
原
に
幸
し

市
影
鴛
汀
ふ
ヽ
ホ
轍
代
理
助
之
丞
五
万
石
の
諸
侯
に
準
ず
る
格
式

を
以
て
供
奉
員
参
拾
名
を
従
へ
社
参
」
と
あ
り
、
と
。

　
横
灘
の
尊
敬
と
羨
望
の
的
の
堀
助
丞
家
も
、
維
新
に
よ
っ
て
細

川
五
十
四
万
石
の
後
楯
を
な
く
し
た
助
丞
家
最
後
の
継
承
者
堀
助

七
は
、
一
族
の
者
三
名
と
と
も
に
親
族
矢
田
宏
に
従
っ
て
西
南
の

役
に
中
津
隊
と
し
て
西
郷
軍
に
加
わ
り
、
各
地
の
戦
闘
に
参
加

（
詳
細
は
『
別
府
史
談
』
四
号
）
重
傷
負
い
な
が
ら
も
た
だ
一
人
別

府
に
生
還
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
昔
の
格
式
（
助
丞
の
襲
名
）

を
発
揮
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。

　
助
丞
家
の
堀
家
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
と
、
後
継
者

の
努
力
で
家
系
は
維
持
し
て
き
た
が
、
惜
し
む
ら
く
は
今
か
ら
十

数
年
ま
え
助
七
の
孫
・
堀
え
ん
氏
の
死
亡
に
よ
り
、
残
念
な
が
ら

堀
助
丞
家
は
絶
家
と
な
っ
た
。

○
横
　
灘

　
横
灘
と
は
、
別
府
湾
に
面
し
た
小
浦
村
か
ら
浜
脇
村
に
至
る
村
々

の
総
称
で
、
特
に
幕
府
領
（
天
領
地
）
の
住
民
の
こ
と
を
横
灘
衆

と
呼
ん
で
、
大
名
領
地
の
住
民
と
は
格
式
を
異
に
す
る
と
自
負
し

て
い
た
。

　
太
閤
蔵
入
地
と
な
っ
た
現
在
の
別
府
全
域
は
、
そ
の
後
の
幾
多

の
変
遷
を
得
て
慶
長
五
年
松
井
佐
渡
守
康
之
が
、
徳
川
家
康
よ
り

由
布
院
・
横
灘
の
蔵
入
地
を
預
け
ら
れ
て
、
木
付
城
に
入
城
し
た
。

当
時
の
横
灘
も
、
そ
の
後
内
竃
・
亀
川
・
野
田
は
小
結
松
平
氏
へ
、

鶴
見
は
久
留
島
氏
へ
と
大
名
領
地
と
し
て
分
割
さ
れ
、
残
り
の
幕

府
領
横
灘
の
元
和
八
年
当
時
は
、
別
符
・
浜
脇
・
石
垣
・
小
野
小

平
の
四
ケ
村
（
立
石
村
は
細
川
の
親
戚
萩
原
氏
に
分
厚
さ
れ
た
）

で
、
こ
れ
等
の
村
々
を
現
在
の
大
字
名
で
表
す
と
、
別
符
は
大
字

別
府
、
浜
脇
村
は
大
字
浜
脇
、
石
垣
村
は
大
字
南
石
垣
・
同
北
石

垣
、
小
野
小
平
村
は
大
字
別
府
東
山
の
内
（
枝
郷
地
区
）
、
立
石

村
は
大
字
南
立
石
と
考
え
て
大
差
な
い
と
思
う
。

○
人
畜
改
帳

　
現
存
『
改
帳
』
の
内
、
元
和
八
年
六
月
十
日
の
『
豊
後
国
速
見

郡
内
由
布
院
横
灘
木
付
人
畜
御
改
目
録
』
（
永
青
文
庫
文
書
）
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

目
録
（
図
一
）
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速
見
郡
由
布
院
・
横
灘
・
木
村
総
高

　
　
惣
高
合
　
一
万
四
千
四
百
紙
捻
五
石
壱
斗
九
升
八
勺
五
才

　
　
惣
家
数
合
紙
千
三
百
三
捻
八
軒

　
　
男
女
惣
合
六
千
四
百
四
捻
入
内

　
　
四
人
　
　
　
　
　
　
御
惣
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
び
ゃ
く
し
よ
う
こ
び
ゃ
く
し
ょ
う

　
　
千
三
給
蔵
人
　
　
　
杢
自
性
小
百
性
共
二

　
　
七
百
六
人
　
　
　
　
名
子

　
　
給
人
　
　
　
　
　
　
鍛
冶

　
　
五
人
　
　
　
　
　
　
か
こ

　
　
蔵
人
　
　
　
　
　
　
大
工

　
　
六
給
五
人
　
　
　
　
筋
病
・
息
引

　
　
低
給
四
人
　
　
　
　
坊
主

　
　
三
人
　
　
　
　
　
　
山
伏

　
　
給
五
人
　
　
　
　
　
鉢
開

　
　
九
人
　
　
　
　
　
　
牢
人

　
　
五
人
　
　
　
　
　
　
目
く
ら

千
言
一
日
九
給
三
人
　
拾
五
ョ
リ
上

五
百
五
給
三
人
　
　
給
五
ョ
リ
下

　
男
数
合
三
千
八
百
弐
給
五
人

　
女
数
合
蔵
千
六
百
給
五
人

　
　
　
　
牛
馬
惣
合
子
四
百
六
給
疋
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
百
八
給
紙
疋
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
百
七
給
ハ
疋
牛

元
和
八
年

　
　
六
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
符
村
惣
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
丸
村
惣
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
乙
丸
村
惣
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
武
村
惣
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
付
庄
屋

同同同同

　
　
　
　
　
　
井
上
六
右
衛
門
尉
殿

小
篠
次
太
夫
殿

続
兵
左
衛
門
尉
殿

浅
山
清
右
衛
門
尉
殿

仁
保
太
兵
衛
殿

助
ノ
丞

次
郎
右
衛
門

市
左
衛
門

甚
左
衛
門

兵
右
衛
門

半
兵
衛

孫
兵
衛

新
左
衛
門

次
郎
左
衛
門
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井
上
六
右
衛
門
尉
は
細
川
藩
よ
り
派
遣
さ
れ
た
代
官
で
、
そ
の

上
段
に
書
か
れ
て
い
る
小
篠
・
続
・
浅
山
・
仁
保
の
四
氏
は
、
細

川
藩
の
藩
方
奉
行
衆
と
し
て
藩
政
を
主
宰
し
て
い
る
『
改
帳
』
の

総
括
責
任
者
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
申
告
者
の
別
符
村
惣
庄
屋
助
丞
は
横
灘
四
ケ
村
と
立
石
村
の
二

七
八
一
石
。
石
丸
村
惣
庄
屋
次
郎
右
衛
門
は
由
布
院
御
料
所
十
三

ケ
村
の
二
六
二
Ｉ
石
。
乙
丸
村
惣
庄
屋
市
左
衛
門
は
由
布
院
御
料

所
七
ケ
村
の
一
一
七
四
石
。
石
武
村
惣
庄
屋
甚
左
衛
門
は
由
布
院

御
料
所
六
ケ
村
の
一
三
六
九
石
。

　
以
上
速
見
郡
内
幕
府
領
は
、
四
手
水
の
八
丁
二
八
石
余
り
と
は

別
に
、
後
記
木
村
廻
り
浦
手
三
ケ
村
（
天
領
）
二
二
七
石
余
り
と

な
る
（
蔵
入
地
は
、
慶
長
八
年
幕
府
成
立
に
よ
っ
て
幕
府
領
・
天

領
と
な
る
）
。

　
こ
の
幕
府
領
と
は
別
に
、
木
村
下
庄
十
一
ケ
村
長
岡
式
部
少
輔

殿
（
松
井
興
長
）
御
知
行
地
の
一
六
一
八
石
は
庄
屋
木
村
兵
右
衛

門
。
同
上
庄
十
五
ケ
村
御
給
人
方
の
一
五
七
一
石
は
庄
屋
安
部
新

左
衛
門
。
木
村
廻
上
八
坂
七
ケ
村
長
岡
少
輔
殿
御
知
行
分
の
七
九

四
石
は
庄
屋
森
永
孫
兵
衛
・
同
工
藤
長
右
衛
門
。
同
木
村
廻
御
給

人
方
九
ケ
村
の
匹
と
二
石
は
庄
屋
工
藤
半
兵
衛
・
同
歳
田
安
部

新
兵
衛
・
同
安
部
勘
右
衛
門
。
木
村
廻
御
給
人
方
真
那
井
村
の
二

三
六
石
は
庄
屋
渡
辺
次
郎
左
衛
門
尉
。
と
は
別
に
浦
手
と
し
て
、

速
見
郡
浦
手
御
蔵
納
（
幕
府
直
轄
）
三
ケ
村
の
二
二
七
石
は
片
野

う
ら
半
七
・
加
貫
浦
惣
右
衛
門
。
速
見
郡
真
那
井
村
浦
手
の
て
Ｉ

五
石
は
浦
庄
星
谷
介
。
以
上
の
細
川
藩
領
五
〇
五
六
石
余
り
と
、

天
領
二
二
七
石
余
り
の
木
村
総
高
六
二
八
六
石
余
り
は
、
木
村
庄

屋
五
人
の
管
轄
と
な
っ
て
い
る
。

　
幕
府
頭
数
ケ
村
の
管
轄
者
は
惣
庄
屋
と
呼
び
、
藩
領
地
の
数
ケ

村
を
管
轄
し
て
も
惣
庄
屋
と
は
呼
ば
れ
ず
、
庄
屋
と
呼
ば
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
『
改
帳
』
を
見
る
限
り
で
は
、
当
時
す
で
に
速
見
郡
で
は
、

細
川
藩
特
有
の
手
永
制
度
が
布
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
手
永
」
と
は
数
ケ
村
の
農
村
を
ま
と
め
た
一
人
の
惣
庄
屋
か
お

り
、
そ
の
下
に
小
庄
屋
と
呼
ば
れ
る
村
庄
屋
を
置
い
た
農
村
支
配

体
制
で
、
惣
庄
屋
は
小
庄
屋
の
任
免
権
を
有
し
、
代
官
代
理
に
も

な
り
得
た
よ
う
で
あ
る
。
同
じ
速
見
郡
内
の
細
川
藩
領
地
で
は
、

農
村
数
ケ
村
を
纏
め
た
「
組
」
を
形
成
さ
せ
、
組
内
の
村
庄
屋
の

代
表
を
庄
屋
と
呼
ん
で
い
た
。

　
由
布
院
・
横
灘
で
は
、
見
か
け
な
か
っ
た
「
浦
手
」
な
る
字
句

が
木
付
廻
り
で
初
出
し
て
い
る
。
浦
手
と
は
海
浜
で
漁
業
・
製
塩
・

船
運
等
に
従
事
し
て
い
る
専
業
者
集
団
の
こ
と
で
、
農
業
を
専
業
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と
す
る
百
姓
の
村
方
と
は
、
区
別
し
て
浦
方
の
浦
百
姓
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
地
先
漁
場
で
の
漁
業
権
は
浦
方
の
み
に
認
め
ら
れ
、
た

と
え
同
じ
村
内
で
も
村
方
は
排
除
さ
れ
て
い
た
。

　
当
時
の
漁
業
に
ふ
れ
て
み
る
。
元
禄
一
〇
年
二
六
丸
七
）
の

段
階
で
、
数
名
が
一
般
の
漁
船
・
一
乗
の
網
を
共
有
し
て
、
操
業

す
る
と
い
う
細
々
と
し
た
漁
業
を
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
が
、
江
戸
に
近
い
房
総
九
十
九
里
浜
作
田
村
で
、
し
か

も
漁
獲
の
鰯
は
干
鰯
に
さ
れ
て
、
畿
内
の
綿
作
農
家
の
肥
料
と
し

て
送
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
史
料
で
示
さ
れ
て
い
る
と
云
う
。
こ
れ

を
み
る
限
り
で
は
、
お
江
戸
の
近
く
の
漁
村
で
さ
え
、
漁
獲
の
魚

は
肥
料
に
す
る
を
目
的
と
し
た
操
業
ゆ
え
、
豊
後
木
付
の
浦
方
は

漁
業
よ
り
主
に
製
塩
・
船
運
を
専
業
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

木
付
廻
り
浦
手
真
那
井
村
（
日
出
町
真
那
井
）
の
浜
は
、
塩
田
の

跡
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
建
久
八
年
（
一
一
丸
七
）
大
友
能
直
が
浜
脇
の
漁
師
に
与
え
た

魚
座
七
人
衆
宛
の
漁
業
認
可
の
覚
書
は
…
…
。
当
時
、
魚
座
が
事

実
存
在
し
て
い
た
な
ら
ば
、
当
然
「
改
帳
」
の
時
代
別
符
・
浜
脇

に
も
、
浦
手
が
形
成
さ
れ
て
い
て
然
る
べ
き
な
の
に
、
横
灘
惣
庄

屋
堀
助
丞
が
「
隠
し
こ
と
が
あ
る
と
お
ぼ
し
め
の
場
合
、
一
言
の

申
し
ひ
ら
き
も
い
た
し
ま
せ
ん
」
と
、
身
命
を
と
し
て
調
査
報
告

し
た
『
横
灘
人
畜
改
帳
』
に
は
、
浦
手
の
存
在
は
記
さ
れ
て
い
な

４
０

’
‐
Ｖ

○
速
見
郡
由
布
院
・
横
灘
総
目
録
（
図
ニ
）

家
数
貳
千
三
百
三
拾
八
軒

一

男
女
数
六
千
四
百
四
給
人

　
　
　
　
　
内

男
参
千
八
百
貳
拾
五
人
内

四
人
八

千
三
給
蔵
人
八

七
百
六
人
ハ

給
人
ハ

蔵
人
八

五
人
八

六
給
五
人
ハ

低
給
四
人
八

三
人
ハ

給
五
人
ハ

九
人

五
人
ノヘ　ノヘ

御
惣
菜

頭
百
姓
小
百
姓

名
子

鍛
冶

大
工

水
夫

こ
し
ぬ
け

坊
主

山
伏

は
ち
ひ
ら
き

牢
人

Ｅ
Ｘ
／
Ｑ
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一

牛
馬
千
四
百
エ

千
三
百
九
十
三
人
歳
十
五
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
ノ
ハ
男

五
百
五
十
三
人
　
歳
十
五
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
ノ
ハ
男

ハ
拾
疋
内
　
牛
千
百
七
拾
八
疋

馬
貳
百
八
拾
貳
疋

樹
海
別
符
村
目
録
（
図
三
）

高
六
百
四
拾
五
石
貳
斗
四
升
四
合
三
勺
貳
才

家
数
合
　
百
九
軒

男
女
合
　
四
百
壱
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
人
　
　
御
惣
庄
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
拾
九
人
　
本
百
姓
小
百
姓
共
ニ

壱
人

壱
入

試
人

百
人

三
拾
七
人

貳
拾
九
人

か
こ

拾
五
上

拾
五
下

名
子

男
数
合

女
数
合

式
百
四
伶
人

百
五
伶
三
人

牛
馬
合
九
拾
七
疋
　
　
貳
拾
七
疋
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
拾
疋
牛

横
灘
手
永
別
符
村
の
集
計
（
図
四
）

男
女
合
四
百
壱
人

壱
人

拾
壱
人

五
拾
七
人

壱
人

丁
人

貳
人

九
人

百
壱
人

貳
拾
八
人

惣
庄
屋

小
庄
屋

頭
百
姓

小
百
姓

い
っ
こ
う
じ

Ｔ
回
寺

鍛
治

か
こ

親女
房

拾
五
ヨ
リ
上
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外
二

　
牛
馬
合
九
拾
七
疋
内

枇
七
人

七
給
壱
人

五
給
紙
入

試
拾
九
人

七
拾
疋
　
牛

貳
拾
七
疋
馬

拾
五
ヨ
リ
下

名
子

　
郡
帳
簿
の
「
目
録
」
に
記
さ
れ
て
い
る
家
数
百
九
軒
は
、
横
灘

四
ケ
村
の
帳
簿
（
手
永
帳
簿
）
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
（
以
後
郡

帳
簿
・
手
永
帳
簿
に
区
別
）
。

　
村
の
石
高
は
「
手
永
帳
簿
」
で
は
般
初
に
高
六
百
四
拾
九
石
紙

斗
四
升
四
合
三
勺
紙
才
。
別
符
村
と
記
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
各
所
帯

ご
と
の
職
業
・
構
成
人
の
氏
名
・
年
令
・
続
柄
身
分
・
牛
馬
数
が

記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
手
永
帳
簿
」
で
の
小
庄
屋
と
頭
百
姓
・
小
百
姓
は
「
郡
帳
簿
」

で
は
本
百
姓
小
百
姓
と
も
に
と
纏
め
ら
れ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

「
郡
帳
簿
」
で
は
、
拾
五
才
よ
り
上
の
数
字
に
は
「
手
永
帳
簿
」

の
下
人
・
親
を
も
含
め
た
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
く
「
手
永

帳
簿
」
の
女
房
・
下
女
は
、
「
郡
帳
簿
」
で
は
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

拾
五
才
よ
り
上
・
下
と
親
の
数
字
は
男
の
み
の
数
字
で
あ
る
。

　
「
郡
帳
簿
」
の
数
字
は
、
夫
役
を
課
せ
ら
れ
る
人
員
の
本
百
姓

の
六
拾
九
人
を
主
目
的
と
し
た
も
の
で
、
本
百
姓
か
ら
除
外
さ
れ

た
者
を
、
夫
役
負
担
「
役
不
立
」
と
見
な
し
。
そ
の
他
惣
庄
屋
・

寺
僧
・
職
業
人
の
鍛
治
・
か
こ
の
五
人
も
免
除
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
夫
役
負
担
は
、
家
を
構
え
た
本
百
姓
に
課
せ
ら
れ
る
も
の
で
、

例
え
家
を
構
え
て
い
て
も
隠
居
・
名
子
・
病
人
・
牢
人
・
職
業
人
・

庄
屋
等
は
除
外
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
て
見
る
と
、
「
郡
帳
簿
」
は
夫
役
可
能
数
を
把
握
し
た

帳
簿
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
手
永
帳
簿
」
は
村
内
の
全
て
の
人
間

の
氏
名
年
令
を
所
帯
毎
に
職
業
・
身
分
と
牛
馬
の
飼
育
頭
数
の
調

査
の
帳
簿
で
、
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
に
当
た
る
も
の
と
い
え
る
。

○
頭
百
姓
・
小
百
姓

　
　
『
改
帳
』
に
記
さ
れ
て
い
る
頭
百
姓
と
は
百
姓
の
頭
に
立
つ

人
物
で
、
本
百
姓
・
大
百
姓
と
同
意
義
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ
れ
以

外
の
百
姓
を
小
百
姓
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
検
地
に
よ
っ

て
新
し
く
出
て
き
た
土
地
を
、
水
呑
百
姓
と
武
士
を
や
め
て
百
姓

に
な
る
こ
と
を
希
望
し
た
者
達
に
与
え
て
、
小
規
模
な
が
ら
地
主

百
姓
に
さ
せ
た
者
達
で
、
大
百
姓
に
対
し
て
の
小
百
姓
で
あ
る
。
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頭
百
姓
の
十
Ｔ
人
は
、
下
人
・
下
女
・
名
子
の
使
用
人
を
抱
え

牛
馬
を
飼
育
し
て
い
る
。
多
い
も
の
で
は
頭
百
姓
の
ハ
郎
は
、
下

人
・
下
女
・
名
子
合
わ
せ
て
十
人
、
そ
れ
に
牛
二
疋
馬
壱
疋
合
わ

せ
て
三
疋
を
飼
育
し
て
い
る
。
少
な
い
も
の
で
も
、
頭
百
姓
の
甚

三
郎
は
名
子
一
人
牛
一
疋
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
小
百
姓
の
五
拾
七
人
の
内
、
下
人
・
下
女
・
名
子

を
抱
え
て
い
る
も
の
は
三
十
六
人
。
多
い
も
の
で
は
小
百
姓
の
甚

三
郎
で
、
下
人
・
下
女
合
わ
せ
て
五
人
、
牛
馬
そ
れ
ぞ
れ
壱
疋
の

二
疋
を
飼
育
し
て
い
る
。
小
百
姓
五
十
七
人
中
、
四
十
五
人
は
牛

馬
を
飼
育
し
て
お
る
が
、
残
り
十
二
人
は
飼
育
し
て
な
い
（
牛
馬

の
飼
育
が
当
時
の
農
業
経
営
に
必
要
な
こ
と
は
後
記
す
る
）
。

　
百
姓
以
外
の
職
業
で
は
、
鍛
治
・
か
こ
（
船
頭
）
　
・
大
工
・
坊

主
が
郡
帳
簿
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
か
　
　
こ
」

　
速
見
郡
内
五
人
の
「
か
こ
」
　
の
内
別
符
村
が
二
人
、
浜
脇
村

が
二
人
、
石
垣
村
が
一
人
で
全
部
横
灘
で
占
め
て
い
る
。
郡
内
の

海
岸
部
は
「
捕
手
」
と
し
て
、
片
野
村
・
木
村
下
庄
・
加
貫
村
・

真
那
井
村
の
各
村
は
、
「
郡
帳
簿
」
に
は
「
か
こ
」
の
記
入
が
な

い
。
と
い
う
こ
と
は
、
「
か
こ
」
と
は
単
な
る
船
頭
で
は
な
く
。

海
運
業
者
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
著
明
な
歴
史
学
者
執
筆
の
『
○
○
○
の
歴
史
』
の
中

で
、
人
畜
改
帳
細
川
藩
領
の
職
業
別
人
口
表
で
は
、
「
か
こ
」
を

日
用
取
・
奉
行
人
と
同
等
の
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
横
灘
手

永
の
「
か
こ
」
は
、
日
銭
稼
ぎ
の
「
日
用
取
」
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
『
改
帳
』
横
灘
手
水
に
記
さ
れ
て
い
る
「
か
こ
」
を
図
五
・

六
に
纒
め
て
み
た
。

　
「
か
こ
」
の
記
入
例
（
図
五
）

か
　
こ

一

与
兵
衛
　
　
歳
三
拾
ハ

女
房
　
　
　
歳
三
拾
五

女
子
お
い
　
歳
八
ツ

親
喜
衛
門
尉
歳
六
拾

女
房
　
　
　
歳
五
拾
七

下
人
弥
三
郎
歳
三
拾
三

下
人
甚
四
郎
歳
四
拾
八

下
人
弥
七
郎
歳
貳
拾
五

下
人
源
五
郎
歳
貳
拾
七

名
子
善
衛
門
歳
五
拾

女
房
　
　
　
歳
四
拾
八

そ
の
他
横
灘
「
か
こ
」
例
の
（
図
六
）

別
府
の
か
こ
　
孫
三
郎

牛
三
疋

馬
壱
疋
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下
人
二
　
下
女
二

石
垣
の
百
姓
か
こ
　
彦
三
郎

　
　
　
　
下
人
一
　
下
女
一
　
名
子
一
　
牛
三
疋

浜
脇
の
百
姓
か
こ
善
兵
衛

　
　
　
　
下
人
一
　
下
女
一
　
没
　
　
牛
壱
疋

　
　
　
　
　
か
こ
惣
左
衛
門
尉

　
　
　
　
下
人
一
　
下
女
一
　
名
子
一

　
以
上
が
横
灘
五
人
の
「
か
こ
」
の
所
帯
構
成
の
内
訳
で
、
こ
の

五
人
を
日
銭
稼
ぎ
の
「
日
用
取
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
す
こ
し

時
代
は
異
な
る
が
、
細
川
氏
が
熊
本
五
十
四
万
石
に
転
譜
に
な
っ

て
、
豊
後
鶴
崎
村
を
細
川
藩
領
と
し
て
支
配
し
て
い
た
時
、
「
か

こ
」
の
身
分
を
「
士
分
」
と
し
て
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
次
の
様
に

記
さ
れ
て
い
る
。

　
鶴
崎
村
は
港
に
接
し
て
い
た
た
め
「
船
頭
や
水
夫
（
か
こ
）
等

の
い
わ
ゆ
る
士
分
の
者
が
・
：
」
（
『
大
分
県
史
』
）
と
。

　
当
時
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
の
豊
後
細
川
領
の
浦
船
の
数

値
を
参
考
に
記
す
。

浦
船
数
（
図
七
）

「
か
こ
」
の
在
所
　
　
三
六

船
総
数
　
　
　
　
一
三
六

小
船
　
　
　
　
　
　
七
二

猟
船
　
　
　
　
　
　
五
四

平
田
船
　
　
　
　
　
　
○

柴
船
・
草
刈
船

こ
え
船
・
藻
取
船
計
　
三

「
か
こ
」
数

大
船

と
あ
み
ふ
ね

唐
鋼
船

は
し
船

川
船

ｏｏｏ七や］

　
「
大
船
」
と
は
貨
物
輸
送
す
る
廻
船
（
海
運
）
で
ハ
端
帆
（
九

〇
石
か
ら
百
石
）
以
上
の
積
み
荷
を
す
る
船
。
「
小
船
」
と
は
そ

れ
以
下
の
積
み
荷
を
す
る
船
。
猟
船
と
は
小
型
の
魚
取
り
船
。

「
唐
鋼
船
」
と
は
投
鋼
船
の
こ
と
と
お
も
わ
れ
る
。

　
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
「
浦
」
と
は
、
鶴
崎
か
ら
佐
賀
関
・
一

尺
屋
に
至
る
浦
々
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
は
、
猟
船
が
少

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
魚
業
は
特
定
の
者
し
か
出
来
な
い

職
業
で
、
と
い
う
の
も
魚
を
食
す
る
も
の
は
、
大
名
・
上
級
武
士
・

富
豪
に
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
漁
業
を
す
る
も
の
は
、
こ

れ
ら
特
権
の
階
級
の
「
御
用
聞
」
と
い
っ
た
者
の
み
が
出
来
る
職

業
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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横
灘
に
も
別
符
浦
・
浜
脇
浦
が
あ
っ
た
が
、
浦
手
を
形
成
す
る

だ
け
の
専
業
（
漁
業
）
集
団
は
、
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
が
実

情
と
判
断
さ
れ
る
。
が
別
符
浦
に
は
廻
船
が
あ
っ
た
と
い
え
る
の

は
、
横
灘
手
水
の
「
か
こ
」
与
兵
衛
と
は
、
筆
者
の
先
祖
佐
藤
与

兵
衛
勝
宗
（
別
府
与
兵
衛
又
は
油
屋
与
兵
衛
）
の
こ
と
で
、
勝
宗

の
祖
父
佐
藤
喜
兵
衛
門
尉
勝
信
と
父
喜
衛
門
尉
勝
重
を
は
じ
め
代
々

の
与
兵
衛
の
墓
石
は
、
野
日
原
墓
地
に
現
存
し
て
い
る
。
江
戸
時

代
を
通
し
て
、
墓
石
を
立
て
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
の
は
、
庄
屋
と

同
等
か
、
そ
れ
以
上
の
家
格
に
限
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
佐
藤
与
兵
衛
家
は
、
徳
川
幕
府
油
座
の
全
国
通
行
御
免
の
免
許

が
与
え
ら
れ
た
油
屋
と
し
て
、
灯
明
油
の
原
料
胡
麻
を
奈
良
法
蓮

町
に
船
で
送
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
油
屋
が
廻
船
を
待
っ
て
い
た
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
学
説
で
十
分
と

考
え
ら
れ
る
。

　
　
『
油
屋
・
鍋
屋
と
い
っ
た
初
期
豪
商
的
船
待
ち
商
で
あ
っ
た
』
。

（
『
九
州
と
都
市
・
農
村
』
近
世
初
期
熊
本
藩
領
の
経
営
発
展
に
つ

い
て
　
　
吉
村
豊
雄
氏
）

○
鍛
　
治

　
別
府
村
の
丁
人
の
鍛
治
は
、
浜
脇
村
で
二
人
、
由
布
院
で
二
人
、

木
村
で
五
人
の
十
人
が
記
さ
れ
て
い
る
。
木
村
の
五
人
の
内
四
人

は
歳
田
・
加
貫
等
の
木
村
廻
御
給
人
方
海
岸
部
で
し
め
ら
れ
て
い

る
。
と
言
う
こ
と
は
、
当
時
の
鍛
治
は
農
具
の
み
で
無
く
、
船
具

も
造
っ
て
お
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
す
で
に
別

符
・
浜
脇
・
木
村
で
は
造
船
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ

る
。

大
工

　
　
「
郡
帳
簿
」
に
記
さ
れ
て
い
る
二
人
の
大
工
は
、
由
布
院
と
木

付
に
そ
れ
ぞ
れ
▽
人
で
、
横
灘
に
は
い
な
い
。

　
こ
の
大
工
と
は
、
住
み
家
の
大
工
と
異
な
り
社
寺
大
工
の
こ
と

と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
社
寺
の
多
い
所
に
大
工
が
存
在

し
て
い
る
こ
と
で
想
像
さ
れ
る
。

　
坊
主
は
、
横
灘
で
は
別
符
村
（
西
法
寺
）
と
浜
脇
村
（
長
覚

寺
）
の
二
人
二
寺
が
、
由
布
院
で
は
十
六
人
の
ハ
寺
。
木
付
は
六

人
の
六
寺
。
合
計
二
十
四
人
の
十
六
寺
が
「
郡
帳
簿
」
に
記
さ
れ

て
い
る
。

　
当
時
の
百
姓
住
家
は
、
建
築
物
と
云
わ
れ
る
代
物
で
な
く
、
堀

立
て
小
屋
的
で
あ
つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
故
に
建
築
物
と
は

神
社
・
仏
寺
で
こ
れ
等
の
建
築
に
携
わ
る
棟
梁
を
大
工
と
呼
ん
だ
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と
思
わ
れ
る
。

隷
属
農
民
（
下
人
・
下
女
・
名
子
）

　
下
人
・
下
女
は
、
借
金
の
た
め
年
季
奉
公
に
入
れ
ら
れ
た
も
の

で
、
結
婚
は
認
め
ら
れ
ず
、
主
家
に
住
み
つ
き
雑
役
や
田
畑
の
労

働
に
従
事
し
て
い
た
。
年
季
が
あ
け
て
も
、
借
財
が
返
済
出
来
な

い
限
り
解
放
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
名
子
は
主
家
の
小
作
人
で
、
田
畑
・
種
子
・
農
具
・
住
み
家
を
借

り
て
耕
作
を
行
な
う
百
姓
崩
れ
・
逃
散
者
で
、
主
家
の
命
令
に
は

何
を
お
い
て
も
遵
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
名
子
は
言
い
換

え
れ
ば
家
来
百
姓
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

○
横
灘
四
ケ
村
と
立
石
村
の
内
訳
（
図
八
一

村
名
　
石
高
（
斗
以
下
略
）
家
数

詞
符
　
六
四
九
石
　
　
一
〇
九
軒

石
垣
　
七
七
一
石
　
　
一
〇
〇
軒

浜
脇
　
ハ
○
一
石
　
　
一
一
〇
軒

小
野
小
平
九
一
石
　
　
　
一
〇
軒

立
石
　
五
六
〇
石
　
　
　
五
七
軒

男
女
数
　
惣
庄
屋

四
〇
一
人
　
一
人

二
九
三
人

二
九
六
人

　
三
三
人

一
四
七
人

百
姓
数

七
四
人

三
八
入

六
五
人

　
四
人

三
四
人

計
　
二
八
七
二
石
　
　
三
八
六
軒
　
二
Ｉ
九
三
人
　
　
二
Ｉ
五
人

　
前
表
の
百
姓
数
は
、
惣
庄
屋
・
頭
百
姓
（
小
庄
屋
を
含
む
）
　
・

小
百
姓
・
百
姓
神
主
・
坊
主
・
百
姓
鍛
冶
・
百
姓
大
工
・
百
姓
か

こ
を
含
め
た
数

○
村
別
下
人
・
名
子
及
び
牛
馬
の
数
一
図
九
】

村
名

別
符

石
塩

浜
脇

小
野
小
平

立
石

下
人

七
一

二
七

三
五

　
三

一
　
一

名
子

二
九

一　　二　五
九五九一

牛七
〇

八
一

石
七

馬二
七四七一

＿１．

ノ｀ゝ

　
表
八
　
・
九
で
判
断
す
る
限
り
で
は
、
五
ケ
村
の
中
で
は
別
符

村
の
百
姓
数
が
一
番
多
い
の
に
、
石
垣
・
浜
脇
よ
り
石
高
〔
生
産

高
〕
が
低
く
、
下
人
数
と
馬
の
数
で
は
石
垣
・
浜
脇
を
凌
駕
し
て

い
る
と
い
と
い
う
こ
と
は
、
田
畑
の
耕
作
以
外
の
仕
事
に
下
人
と

馬
が
当
て
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
人
・

物
の
運
搬
（
陸
上
・
海
上
）
に
当
て
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
別
符
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村
に
は
裕
福
な
家
が
多
く
、
馬
を
交
通
手
段
に
利
用
し
て
い
た
と

も
い
え
る
。

　
下
人
が
多
い
と
い
う
事
は
、
そ
れ
だ
け
金
銭
の
貸
借
が
行
な
わ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
分
限
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
別

符
村
の
名
子
が
、
石
垣
に
く
ら
べ
て
半
数
近
く
の
数
値
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
別
符
に
は
大
地
主
百
姓
が
、
石
垣
程
い
な
か
つ
た

と
い
う
こ
と
と
な
る
。

○
百
姓
（
耕
作
者
）

　
当
時
村
人
の
身
分
は
、
武
士
を
除
い
て
は
全
て
百
姓
で
、
食
物

の
自
給
自
足
を
建
て
前
と
し
て
い
た
。
横
灘
の
手
永
帳
簿
で
は
職

業
の
鍛
冶
・
「
か
こ
」
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
が
、
手
永
集
計
で

は
そ
れ
ぞ
れ
百
姓
鍛
冶
・
百
姓
加
子
な
っ
て
い
る
。

　
別
府
村
一
向
宗
の
西
法
寺
は
、
妻
と
二
人
に
同
宿
Ｔ
人
・
下
人

三
人
・
下
女
二
人
・
牛
一
疋
・
馬
一
疋
が
記
さ
れ
て
お
る
。
ど
う

見
て
も
農
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　
こ
れ
に
対
し
潰
脇
一
向
寺
の
坊
主
祐
念
は
、
女
房
と
二
人
暮

し
で
下
人
・
下
女
・
名
子
を
抱
え
て
お
ら
ず
、
牛
・
馬
も
飼
育
し

て
い
な
い
の
で
、
農
業
を
行
っ
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
百
姓
と
し
て
の
条
件
の
第
一
に
、
家
畜
の
飼
育
が
挙
げ

ら
れ
る
。
当
時
は
肥
料
と
し
て
は
、
畜
舎
よ
り
出
る
堆
肥
に
依
存

し
て
お
り
、
水
田
耕
作
に
は
人
力
の
数
倍
の
力
を
発
揮
す
る
家
畜
、

特
に
牛
に
依
存
し
て
い
た
の
で
、
当
時
の
農
業
経
営
に
は
家
畜
の

飼
育
が
絶
対
条
件
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
横
灘
と
立
石
村
を
含
め
た
堀
助
丞
管
轄
下
の
五
ケ
村
の
百
姓
の

内
訳
を
図
に
し
て
み
る
。

○
百
姓
の
内
訳
〔
図
一
〇
〕

　
　
　
百
姓
数
に
は
庄
屋
頭
百
姓
小
百
姓
鍛
冶
か
こ
坊
を
含
む

村
名

詞
符

石
垣

演
脇

小
野
小
平

立
石

百
姓
数

　
七
四

牛
な
し
百
姓
　
　
下
人
下
女
名
子
な
し
百
姓

一
一
　
〔
小
百
姓
〕
　
　
　
　
　
　
六

三
八
　
　
三
〔
小
百
姓
〕

六
五
　
万
一

　
四
　
　
〇

三
四
　
　
〇

一

七

一

五
一
三〇

（
演
脇
牛
な
し
百
姓
コ
ー
の
内
訳
小
百
姓
一
〇
、
寺
僧
一
、
か

　
こ
Ｉ
）

　
（
立
石
の
下
男
下
女
名
子
な
し
の
内
一
は
下
肝
煎
）
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別
符
村
牛
無
し
百
姓
の
内
使
用
人
有
無
〔
図
十
一
〕

　
下
人
下
女
名
子
を
抱
え
て
い
る

下
人
下
女
を
抱
え
て
い
る

下
人
の
み
抱
え
て
い
る

下
女
の
み
抱
え
て
い
る

名
子
の
み
抱
え
て
い
る

下
人
下
女
名
子
い
ず
れ
も
抱
え
て
い
な
い

一

　一一一

一

一五

　
図
十
一
の
内
、
牛
無
し
で
下
人
・
下
女
・
名
子
も
抱
え
て
い
な

い
五
人
は
、
身
分
は
百
姓
で
あ
る
が
農
業
以
外
で
生
計
を
賄
っ
て

い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
別
符
村
の
百
姓
数
七
四
の
内
、
家
族
の
者
を
下
人
下
女
と
し
て
、

質
に
入
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
百
姓
は
、
自
分
で
は
下
人
・
下
女
・

名
子
を
抱
え
て
い
な
い
、
こ
の
該
当
者
は
六
と
な
る
。
ま
た
家
畜

を
飼
育
す
る
た
め
に
家
族
の
質
入
れ
が
有
る
と
す
れ
ば
、
別
に
九

該
当
者
が
加
え
ら
れ
、
該
当
合
計
一
五
の
百
姓
と
な
る
。
こ
れ
に

対
し
質
入
れ
さ
れ
た
下
人
・
下
女
の
数
は
一
二
三
の
多
く
に
な
っ

て
い
る
。
別
符
村
内
だ
け
で
、
下
人
・
下
女
の
供
給
が
な
さ
れ
た

と
は
考
え
ら
れ
な
く
、
広
く
近
郊
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
が
想

像
さ
れ
る
。

　
下
人
・
下
女
が
多
く
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
裕
福
な
百
姓
が

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

百
姓
に
対
し
て
下
人
・
下
女
の
比
　
（
図
十
二
）

村
名
　
　
百
姓
数

別
符
　
　
　
七
四

石
垣
　
　
　
三
八

演
脇
　
　
　
六
五

小
野
小
平
　
　
四

立
石
　
　
　
三
四

下
人
下
女
数

　
　
　
コ
ー
三

　
　
　
五
七

　
　
　
五
七

　
　
　
　
七

　
　
　
三
一

百
姓
一
人
当
た
り

○一〇一一
●　　●　　●　　●　　●
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村
内
百
姓
の
平
均
富
裕
度
で
は
、
小
野
小
平
、
別
符
、
石
垣
、

潰
脇
、
立
石
の
順
と
な
る
。

別
符
村
百
姓
の
年
令
に
つ
い
て

六
十
才
以
上
の
百
姓
〔
図
十
三
〕



小
百
姓
与
ハ
郎

小
百
姓
太
郎
次
郎

小
百
姓
弥
左
衛
門

頭
百
姓
神
主

頭
百
姓
甚
兵
衛
の
親

　
　
　
　
　
　
惣
介

　ｌ．

ノ｀ゝ

一

六
〇
　
小
百
姓
五
郎
兵
衛
　
　
六
〇

六
〇
　
か
こ
孫
左
衛
門
尉
　
　
六
〇

六
〇
　
か
こ
与
兵
衛
の
親

　
　
　
　
　
　
　
喜
衛
門
尉
　
六
〇

　
　
　
小
百
姓
勝
次
郎
の
親

六
〇
　
　
　
　
　
新
衛
門
尉
　
六
〇

以
上
九
名
。

五
七
才
以
上
の
女
〔
図
十
四
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
〇
才
以
上
の
該
当
者
な
し
）

小
百
姓
与
ハ
郎
の

　
　
　
　
　
　
女
房
　
五
九

頭
百
姓
神
主
の

　
　
　
　
　
　
女
房
　
五
八

小
百
姓
五
郎
兵
衛
の

　
　
　
　
　
　
女
房
　
五
八

頭
百
姓
甚
兵
衛
の
親

　
　
　
　
惣
介
女
房
　
五
八

小
百
姓
太
郎
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
女
房
　
五
八

小
百
姓
弥
左
衛
門
の

　
　
　
　
　
　
　
女
房
　
五
八

小
百
姓
籐
次
郎
の
親

　
　
　
新
衛
門
尉
女
房
　
五
八

か
こ
与
兵
衛
の
親

　
　
　
喜
衛
門
尉
女
房

五
七

以
上
八
名

　
六
十
二
才
以
上
の
百
姓
の
記
載
が
無
い
。
そ
れ
は
該
当
生
存
者

が
い
な
い
の
か
。
又
は
該
当
者
社
い
９
Ｊ
’
夫
役
不
能
の
状
態
で

記
載
さ
れ
て
い
な
い
と
言
う
説
も
あ
る
が
…
…
。

　
図
十
三
・
十
四
に
よ
る
、
百
姓
六
〇
才
以
上
の
長
命
者
九
名
の

内
万
人
を
除
い
た
八
名
の
女
房
は
、
全
て
五
七
才
以
上
で
あ
り
、

除
か
れ
た
「
か
こ
」
孫
左
衛
門
尉
六
〇
才
の
女
房
は
四
九
才
で
あ

る
。
高
齢
の
夫
婦
が
、
男
女
と
も
い
か
に
長
命
を
保
ち
得
る
か
を

示
し
て
お
る
。

下
人
下
女
の
最
少
年
令
〔
図
十
五
〕

　
下
　
人

頭
百
姓
甚
兵
衛

　
　
下
人
鬼
房
歳
九

小
百
姓
五
郎
兵
衛

　
　
下
人
天
然
歳
一
〇

下
　
女

小
百
姓
甚
三
郎

　
　
　
下
女
い
ま
歳
十
一

小
庄
屋
甚
衛
門

　
　
　
下
女
亀
　
歳
十
七

51 －-



頭
百
姓
弥
衛
門

　
　
下
人
太
郎
歳
一
一

小
百
姓
助
太
郎

　
　
下
人
天
然
歳
回
一

惣
庄
屋
助
丞

　
　
下
人
菊
松
歳
二
二

　
別
符
村
の
下
人
で
、
一
三
才
以
下
は
五
人
。
こ
れ
に
対
し
下
女

は
、
右
図
の
ご
と
く
一
七
才
以
下
で
も
二
人
し
か
い
な
い
。
男
は

は
Ｉ
〇
才
前
後
で
下
人
と
な
れ
る
が
、
女
は
特
定
を
除
い
て
は
、

一
七
才
以
上
で
な
け
ば
下
女
に
は
な
れ
な
か
っ
た
と
も
思
え
る
。

一
七
才
以
下
の
下
女
は
、
石
垣
で
は
二
人
。
浜
脇
で
は
一
人
。
小

野
小
平
・
立
石
は
○
。
五
ケ
村
の
下
女
一
〇
八
人
中
、
一
七
才
以

下
は
五
人
の
少
数
で
あ
る
。

　
別
符
村
の
下
女
総
数
五
二
人
の
平
均
年
令
は
ご
二
才
に
な
っ
て

い
る
。

名
子
の
年
令
〔
図
十
六
〕

最
高
年
齢
者

最
年
少
者

　
頭
百
姓
神
主
　
　
　
　
　
　
　
　
小
百
姓
久
七

　
　
名
子
籐
九
郎
歳
五
七
　
　
　
　
　
名
子
少
五
郎
歳
一
七

　
小
百
姓
甚
七
　
　
　
　
　
　
　
　
小
百
姓
助
六

　
　
名
子
新
三
郎
歳
瓦
石
　
　
　
　
　
名
子
乙
松
　
歳
Ｔ
ハ

　
男
子
は
十
四
・
五
才
で
一
人
前
と
見
な
さ
れ
、
牛
馬
を
使
い
こ

な
す
よ
う
に
仕
込
ま
れ
て
い
た
。

別
符
村
百
姓
階
級
別
平
均
使
用
人
と
家
畜
数
〔
図
十
七
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萌
自
性
に
は
鍛
冶
か
こ
寺
を
含
む

　
　
　
　
　
　
下
人
数
　
　
名
子
数
　
　
牛
　
　
　
　
馬

　
惣
庄
屋
　
　
　
七
　
　
　
　
三
　
　
　
　
五
　
　
　
　
二

　
小
庄
屋
　
　
　
五
　
　
　
　
一
　
　
　
　
三
　
　
　
　
一

　
頭
百
姓
　
　
　
二
・
四
　
　
　
一
　
　
　
　
　
一
・
七
　
　
〇
・
七

　
小
百
姓
　
　
　
〇
・
四
　
　
〇
・
一
　
　
〇
・
六
　
　
〇
・
二

　
名
子
は
夫
婦
者
・
独
り
者
・
子
持
ち
等
が
あ
る
が
全
て
▽
人
と

し
て
計
上
し
て
い
る

百
姓
の
姓
名

　
大
友
氏
の
滅
亡
に
よ
り
か
な
り
の
数
の
武
士
が
、
百
姓
に
な
っ
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た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当
然
武
士
に
通
用
す
る
名
と
、
百
姓
身

分
の
名
と
は
異
な
っ
て
然
る
べ
き
で
、
た
と
え
武
士
を
捨
て
た
百

姓
で
も
、
武
士
時
代
の
名
を
残
し
て
お
る
と
思
え
る
の
で
、
調
べ

る
こ
と
に
し
た
。

別
符
村
の
場
合

　
丞
は
惣
庄
屋
▽
人
。
こ
れ
に
対
し
「
何
の
尉
」
　
が
　
こ
一
人
。

「
何
衛
門
」
が
Ｔ
凡
人
、
名
を
重
ね
て
、
例
え
ば
「
太
郎
次
郎
」

の
よ
う
が
四
人
、
「
何
五
郎
」
の
ご
と
く
数
字
を
用
い
た
も
の
八

〇
人
、
そ
の
他
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
名
を
身
分
毎
に
表
し
て

み
る
。

名
の
身
分
毎
〔
図
十
八
〕

　
　
何
の
尉

小
庄
屋

頭
百
姓

小
百
姓
　
九

鍛
冶

一

何
衛
門
　
　
名
を
重
ね
た
　
　
数
字
を
用
い
た

九五一一
一

一

一

一

一

二
九

五
五

か
こ

親

一
一

一

一

　
右
図
で
、
も
っ
と
も
百
姓
ら
し
か
ら
ぬ
「
何
の
尉
」
の
も
の
が
、

武
士
を
捨
て
百
姓
に
な
っ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
武

士
が
百
姓
に
な
る
の
に
は
上
地
を
手
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、

武
士
は
知
行
地
以
外
に
は
自
分
の
土
地
は
無
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え

検
地
余
り
の
地
を
、
分
け
て
も
ら
っ
て
小
百
姓
に
な
る
か
、
百
姓

に
頼
ん
で
名
子
に
な
る
か
し
か
百
姓
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
そ
う

い
う
わ
け
で
、
「
何
の
尉
」
の
も
の
が
、
一
番
武
士
を
捨
て
て
百

姓
に
な
っ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
武
士
を
捨
て
て
百
姓
に
な
っ

た
者
の
中
に
は
、
郎
党
を
連
れ
て
百
姓
に
な
っ
た
も
の
か
お
り
、

郎
党
は
下
人
と
な
っ
て
主
従
関
係
を
維
持
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　
横
灘
石
垣
・
浜
脇
・
小
野
小
平
・
立
石
で
、
尉
を
名
乗
る
も
の

は
石
垣
村
の
三
。
浜
脇
で
は
五
。
小
野
小
平
は
二
。
　
立
石
は

二
と
な
っ
て
い
る
。
丞
・
尉
は
、
共
に
古
の
衛
門
府
・
兵
衛
府
・

検
非
違
使
等
の
官
位
名
で
、
丞
は
三
等
官
・
尉
は
四
等
官
と
な
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
一
方
、
別
符
の
「
何
衛
門
」
は
、
本
百
姓
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ

て
お
り
、
た
だ
例
外
の
名
子
一
名
は
、
逃
敗
者
か
百
姓
崩
れ
と
判
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断
さ
れ
る
。
別
符
以
外
の
横
灘
で
何
衛
門
を
名
乗
る
も
の
は
、
石

垣
は
ハ
。
浜
脇
は
ヱ
ハ
。
水
野
小
平
○
。
立
石
は
五
と
な
っ
て

い
る
。
衛
門
は
、
木
を
横
た
え
た
粗
末
な
門
の
こ
と
で
、
転
じ
て

隠
者
の
居
を
言
う
と
あ
る
。

　
当
時
は
父
祖
よ
り
の
何
丞
・
何
尉
・
何
衛
門
の
名
は
襲
名
さ
れ

て
お
り
、
何
衛
門
は
代
々
の
有
力
百
姓
家
が
用
い
た
家
格
を
表
す

名
と
判
断
さ
れ
る
。
丞
・
尉
は
武
家
が
多
く
用
い
た
も
の
で
、
百

姓
で
丞
・
尉
の
つ
い
た
者
は
、
元
々
は
武
士
の
出
を
表
し
た
家
格

と
考
え
ら
れ
る
。

○
ま
　
と
　
め

　
江
戸
時
代
初
期
の
別
符
村
は
、
木
付
城
主
松
井
康
之
が
任
名
し

た
横
灘
手
永
惣
庄
屋
漏
助
丞
の
下
に
、
頭
百
姓
の
中
よ
り
選
ば
れ

た
村
庄
屋
の
小
庄
屋
甚
衛
門
。
そ
の
下
に
頭
百
姓
・
小
百
姓
と
い

う
地
主
百
姓
で
構
成
さ
れ
、
百
姓
は
名
子
・
　
下
人
・
下
女
の
隷

属
農
民
を
抱
え
て
い
た
。

　
百
姓
の
兼
業
と
し
て
宗
教
の
神
主
・
寺
僧
・
没
、
そ
し
て
職
業

と
し
て
鍛
冶
・
「
か
こ
」
没
等
が
そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
て
い
た
。

　
別
符
村
内
の
家
数
は
百
九
軒
。
家
を
持
ち
う
る
人
は
惣
庄
屋
を

含
め
七
四
人
。
家
数
に
は
、
百
姓
自
身
の
住
み
家
を
は
じ
め
、
名

子
・
下
人
・
下
女
を
住
ま
せ
る
家
、
そ
れ
以
外
に
も
蔵
・
小
屋
・

畜
舎
等
が
含
ま
れ
て
お
る
の
で
あ
ろ
う
。
石
垣
村
の
場
合
、
家
数

は
九
五
間
〔
軒
〕
で
、
如
何
な
る
人
物
が
住
居
し
て
い
た
か
記
さ

れ
た
慶
長
一
四
年
の
「
横
灘
家
付
・
人
付
・
牛
馬
御
改
帳
」
の
内
、

石
垣
村
の
み
実
存
し
て
お
り
別
符
村
の
分
は
な
い
。

　
当
時
の
住
み
家
は
、
藁
葺
き
の
田
の
字
型
に
仕
切
ら
れ
た
間
取

り
の
鎗
敷
き
と
板
敷
き
の
部
屋
と
、
上
間
と
か
ら
な
り
、
土
間
に

は
竃
が
あ
り
、
作
業
場
と
し
て
使
わ
れ
、
中
に
は
畜
舎
に
も
使
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
よ
ほ
ど
の
分
限
者
で
な
い
限
り
畳
敷
き

の
部
屋
と
独
立
し
た
納
屋
〈
畜
舎
と
作
業
場
〉
は
持
て
な
か
っ
た
。

　
仕
事
着
は
、
男
は
腰
ま
で
の
半
天
に
股
引
を
着
用
し
、
足
中
を

履
き
、
女
は
拙
作
に
す
ね
あ
て
・
手
甲
を
つ
け
、
腰
巻
き
に
前
垂

れ
を
付
け
て
い
た
こ
と
が
、
江
戸
時
代
の
代
表
的
百
姓
姿
と
さ
れ

て
い
る
の
で
、
当
時
も
大
差
な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　
　
「
御
年
貢
を
納
め
る
と
、
残
り
は
藁
と
麦
」
と
い
っ
た
重
税
。

藩
領
地
は
『
六
公
四
民
』
幕
府
領
は
「
五
公
五
民
」
。
食
事
は
紋

日
以
外
は
麦
・
雑
穀
を
主
食
と
し
て
お
り
、
そ
れ
も
食
ぺ
ら
れ
れ

ば
上
等
と
い
っ
た
生
活
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
当
時
の
横
灘
の
百
姓

の
衣
食
住
の
生
活
に
つ
い
て
の
史
料
は
、
皆
無
で
想
像
す
る
し
か

な
い
。
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別
符
村
に
は
別
符
浦
と
い
う
当
時
の
港
が
あ
っ
て
、
海
上
・
陸

上
交
通
の
基
地
的
要
衝
で
あ
っ
た
。

　
別
符
浦
と
は
旧
流
れ
川
河
口
が
想
像
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
中

心
と
し
た
北
浜
・
仲
浜
・
南
浜
の
海
浜
と
、
そ
の
背
後
の
現
在
の

北
町
・
仲
町
・
南
町
の
集
落
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
慶
長
の
大
地

震
以
前
の
海
岸
線
は
、
現
在
の
秋
葉
神
社
前
の
旧
国
道
の
線
で
、

目
の
前
に
は
久
光
島
が
浮
か
ん
で
い
た
が
、
慶
長
の
大
地
震
二

五
九
六
）
で
発
生
し
た
大
津
波
と
、
慶
長
三
年
〈
一
五
九
八
〉
鶴

見
山
の
山
崩
れ
の
泥
流
で
、
海
は
埋
ま
り
没
久
光
島
は
埋
没
し
た
。

　
久
光
島
の
生
き
残
り
は
、
仲
町
に
避
難
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
仲
町
に
は
、
「
土
居
」
　
と
「
蔵
屋
敷
」
の
地
名
が
現
存
し
て

い
た
。
土
居
と
は
「
土
塁
に
囲
ま
れ
た
」
こ
と
を
意
味
し
、
蔵
屋

敷
は
「
年
貢
米
の
貯
蔵
」
を
意
味
す
る
も
の
で
、
両
地
名
が
当
時

よ
り
の
存
在
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
横
灘
の
中
心
は
仲
町
で
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
…
…
？
・
。

　
鶴
見
山
の
山
崩
れ
の
翌
年
、
松
井
佐
渡
之
守
康
之
は
、
徳
川
家

康
よ
り
達
見
郡
横
灘
・
由
布
院
を
任
せ
ら
れ
、
細
川
藩
よ
り
は
国

東
・
速
見
の
六
万
石
監
視
の
た
め
、
木
付
城
に
入
城
す
る
。
康
之

の
生
存
中
は
、
家
康
か
ら
預
か
っ
た
幕
府
領
由
布
院
・
横
灘
に
掛

か
る
年
貢
の
上
納
は
免
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
他
の
藩
領

と
異
な
り
、
横
灘
衆
は
そ
れ
は
ど
の
重
税
に
苦
し
む
よ
う
な
こ
と

は
無
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　
横
灘
の
『
改
帳
』
〔
手
永
帳
簿
〕
の
表
紙
は
「
豊
後
国
速
見
郡

之
内
御
蔵
納
横
灘
人
畜
御
改
之
帳
」
　
と
書
か
れ
て
い
る
。
由
布

院
手
永
帳
簿
〔
改
帳
〕
三
冊
の
表
紙
は
「
豊
後
国
達
見
郡
由
布
院

江
戸
御
料
所
分
人
畜
改
帳
」
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
幕
府
頷
で
も

「
御
蔵
納
」
と
「
江
戸
御
料
所
」
と
の
異
な
っ
た
表
記
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
特
別
な
意
味
が
あ
る
の
か
不
明
で
あ
る
。

　
松
井
康
之
の
名
言
を
記
し
て
終
わ
り
と
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
一

　
「
士
は
武
を
以
て
名
を
成
す
べ
し
。
わ
れ
結
髪
の
頃
よ
り
軍
に
　
　
一

従
う
か
な
、
大
小
百
余
戦
。
必
ず
し
も
斟
し
と
せ
ず
、
そ
の
将
を

斬
り
、
旗
を
折
る
の
功
、
敢
え
て
誰
人
に
も
譲
ら
ず
。
然
れ
ど
衆

人
情
百
ふ
、
百
事
治
ま
ら
ざ
れ
ば
、
乃
ち
こ
れ
康
之
に
問
へ
。
わ

れ
、
そ
の
何
故
た
る
を
知
ら
ず
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
終
）



参
考
資
料

　
　
『
小
倉
藩
人
畜
改
帳
』
日
本
近
世
史
料

　
　
　
一
巻
・
五
巻

　
　
『
西
南
地
域
の
史
的
展
開
』

　
　
　
細
川
小
倉
藩
人
畜
改
帳
の
考
察

　
　
『
九
州
と
都
市
・
農
村
』

　
　
　
近
世
初
期
熊
本
藩
領
の
経
済
発
展
に
つ
い
て

　
　
『
大
分
県
史
』

　
　
　
近
世
編
熊
本
藩
頷
農
村
構
造
と
農
民
の
生
活

　
　
『
別
府
史
談
』

　
　
　
第
二
号
「
別
符
大
庄
屋
初
代
福
助
之
丞
に
っ
い
で
」

　
　
　
第
五
号
「
小
倉
藩
人
畜
改
帳
に
っ
い
て
」

　
　
『
別
府
温
泉
名
勝
史
談
』

　
　
　
松
原
公
園

　
　
『
別
府
近
世
旧
家
略
譜
』

　
　
　
松
井
佐
渡
守
康
之
の
事

　
　
『
別
府
郷
土
資
料
第
二
号
』

　
　
　
油
屋
順
策
と
八
幡
油
座

　
（
補
記
）
　
『
小
倉
藩
人
畜
改
帳
』
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
里
巳
（
会
員
）

　
和
泉
守
護
家
末
流
の
細
川
忠
興
言
一
斎
）
は
、
織
田
組
長
・
豊

臣
秀
吉
の
重
臣
で
あ
っ
た
が
、
秀
吉
の
死
後
は
徳
川
家
康
に
接
近

し
、
関
ケ
原
戦
（
一
六
〇
〇
）
の
の
ち
豊
前
小
倉
に
封
ぜ
ら
れ
、

最
初
中
津
に
い
た
が
二
年
後
に
は
小
倉
に
移
っ
た
。
忠
興
は
そ
の

子
忠
利
と
と
も
に
中
津
と
小
倉
を
本
拠
に
、
寛
永
九
年
（
フ
八
三

二
）
に
肥
後
熊
本
に
転
封
に
な
る
ま
で
の
三
十
二
年
間
、
豊
前
八

郡
と
豊
後
の
国
東
・
速
見
の
二
郡
（
計
約
四
十
力
石
）
を
支
配
し

た
。

　
そ
の
間
の
慶
長
十
四
年
と
慶
長
十
六
年
（
フ
ハ
ー
ー
）
、
細
川

氏
は
豊
後
速
見
郡
の
内
、
杵
築
（
当
時
は
木
付
と
表
記
）
と
老
臣

の
松
井
康
之
が
預
か
っ
て
い
た
由
布
院
・
横
灘
（
現
別
府
市
域
）

の
家
・
人
・
牛
馬
数
な
ど
の
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
は
「
人

付
帳
」
「
家
並
人
付
帳
」
と
か
「
人
畜
改
帳
」
と
題
さ
れ
て
い
る

が
、
便
宜
的
に
統
一
し
て
「
小
倉
藩
人
畜
改
帳
」
と
総
称
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
忠
利
か
家
督
を
継
い
だ
元
和
七
年
（
フ
八
二
こ

の
翌
年
に
は
、
領
内
全
郡
の
村
高
を
含
め
た
人
畜
改
め
を
実
施
し

た
。
こ
の
人
畜
改
帳
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
東
九
州
地
域
の
村
落
・

家
な
ど
の
実
情
を
知
る
上
に
極
め
て
貴
重
な
史
料
で
あ
る
が
、

「
横
灘
」
と
呼
ば
れ
た
郷
土
別
府
市
域
の
も
の
が
残
っ
て
い
る
こ

と
は
、
ま
こ
と
に
幸
運
で
あ
る
。
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